
 

  

2 月9 日 土 、17 日 日 

東日本大震災に伴う原子力発電所の事故や、気候変動に関わるパリ協定の発効に伴い、世界的規模

でエネルギー使用の効率化や脱炭素化が求められています。そのような中で、私たちは長期的な視野

に立った脱炭素社会づくりを目指し、具体的にどのようなエネルギーを選択していけばよいのでしょうか。 

 本ワークショップは、エネルギーの視点から脱炭素社会のあり方を議論する場を提供するものです。

地域や温暖化問題についての基礎知識を得た後、埼玉のエネルギー社会の未来像について、世代を超

えて自由闊達に議論し、2050年に向けた脱炭素な地域社会の実現への取組を後押します。 

未来の 
エネルギー選択 
を考えよう！ 

2019年 

9:15～16:45 （受付 9:00～） 

埼玉会館 3C会議室 

（JR浦和駅西口 徒歩約 6分） 

 

無料（定員 50人） 
※2日間参加できる方が対象です 

主催：次世代エネルギーワークショップ in埼玉実行委員会 

共催：一般社団法人環境政策対話研究所 

（事務局：埼玉県地球温暖化防止活動推進センター） 

埼玉が挑戦すべき脱炭素社会に向けてのとことん討議 

埼玉脱炭素社会づくり 

エネルギーワークショップ 

参加者募集！ 

日時 

 

場所 

 

参加 

参加無料 
 ※資料冊子を 

差し上げます 

※本事業は、独立行政法人環境再生保全機構地球環境基金の助成を受けて開催します 

申込方法：FAX又は E-mail 
◆F A X･･･裏面申込書に記入・送信してください。 
◆E-mail･･･裏面申込書の必要事項を本文に明記のうえ、件名を「【申込】埼玉脱炭素社会づくりエネルギーワークショップ」 

として送信してください。（送信先：goto@kannet-sai.org） 

mailto:goto@kannet-sai.org


 

申 込 先 
Mail ： goto@kannet-sai.org 
FAX ： ０４８-７４９-１２１８ 

 
「埼玉脱炭素社会づくりエネルギーワークショップ」参加申込書 

会 場 案 内 

埼玉会館 ３階 ３C会議室（さいたま市浦和区高砂3-1-4） 

 

 

 

 

お申込み  必要事項をご記入のうえ、メール又はFAXにて送信ください。） 

お名前  年齢 
いずれかに○を

付けてください 

10歳代・20歳代・30歳代 

40歳代・50歳代・60歳代以上 

ご所属  

ご住所  
ご連絡先 

（メール又は電話） 
 

※１回で複数名のお申込みも可能です。メールでお申込みの場合は、本文に必要事項を明記のうえ、「【 申込】埼玉脱炭素社会づく

りエネルギーワークショップ」と件名に入れて送信ください。 

※地域、性別、年齢層等のバランスを配慮し参加の可否を決定いたします。 

※お申込みされた方で万一ご参加いただけない場合は、こちらからご連絡いたします。個人情報は、目的以外に使用いたしません。 

お問合せ先 

埼玉県地球温暖化防止活動推進センター（認定特定非営利活動法人環境ネットワーク埼玉） 
〒330-0074 埼玉県さいたま市浦和区北浦和5-6-5埼玉県浦和合同庁舎3階 

TEL：048-749-1217 FAX：048-749-1218 URL：https://www.kannet-sai.org/ 

2018 年 1２月 20 日（木）までにお申し込みください 

JR浦和駅 西口）下車 徒歩約6分 

※なるべく公共交通機関をご利用ください 
３C会議室へは、県庁通り沿いの車寄せにある入り口
から入り、エレベーターで３階へお上がりください。 

プログラム案 

２月９日 土） ２月１７日 日） 

開会 
アイスブレイク･･･ファシリテーター【：篠田さやか氏【（オフィス・キュア） 
全体オリエンテーション 

オリエンテーション 
ファシリテーター：篠田さやか氏 

専門家レクチャーと質疑応答 
(1)気候変動・低炭素社会・都市づくり 

･･･荒井眞一氏【（（一社）低炭素社会創出促進協会） 
(2)エネルギーについて･･･木村浩氏（【（一社）環境政策対話研究所） 
(3)埼玉の現状について･･･嶋田知英氏【（埼玉県環境科学国際センター） 
(4)エネルギー・気候変動問題と地域との 

関わり合いについて･･･芦名秀一氏【（国立環境研究所） 

グループ討議② 
 類似価値観） 
「2050 年に向けた脱炭素社会・エネルギー選択
への埼玉の挑戦」 

グループ編成「類似価値観グループづくり」 グループ討議③ 異価値観）その１ 

昼  食 

グループ討議① 類似価値観） 
「2050年の脱炭素社会・エネルギー選択」 

グループ討議④ 異価値観）その２ 

グループ討議⑤  類似価値観） 「討議結果のまとめ」 

エネルギーシミュレーションを体験 
･･･栗山昭久氏【（【（公財）地球環境戦略研究機関） 

発表、質疑（コメント）、意見交換 

終了、2日目に向けた説明 
ワークショップの結果と今後について議論 

終了セレモニー、最終アンケート 

※プログラムは変更になる可能性があります       


